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３月１日日、市民自治について多くの方に理解していただき、
これからの登別市に必要な市民自治のあり方を共に考え、共に学ぶため、
昨年に引き続き市民自治フォーラムが市民会館で開催され、
基調講演と各分野で活躍する市民による討論会が
行われました。
今月号では、協働のまちづくりや
市民自治フォーラムの結果などについて
お知らせします。
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平
成

年
に
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た

１２

め
の
『
地
方
分
権
一
括
法
』
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
は
自
主
性
、

自
立
性
を
高
め
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
市
民
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、
市
民
が
心
豊
か

に
満
足
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
共

に
汗
を
流
し
て
行
動
す
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
市
民
や
行
政
、
議
会
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
市
民
参
画
の
権
利
な
ど
の
『
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
原
則
』
を
定
め
、
市
の
最
高
規

範
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
ル
ー
ル
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
と
は

よ
り
よ
い
『
ま
ち
』
に
す
る
た
め
に
、

市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
一
人
一
人
が
自

分
の
住
む
ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、

そ
れ
を
源
と
し
て
自
ら
が
主
役
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
ち

へ
の
愛
着
や
思
い
入
れ
な
し
に
は
ま
ち
づ

く
り
は
成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
市
民
で
構
成
さ
れ
た
『
登
別

市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
検
討
委
員
会
』

か
ら
出
さ
れ
た
提
言
書
を
も
と
に
、
『
登

別
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
』
を
平
成
１７

年

月
に
施
行
し
ま
し
た
。

１２
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

登
別
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
第

条
２８

に
そ
の
設
置
が
う
た
わ
れ
、
市
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
市
民

参
画
の
場
と
し
て
、
平
成

年

月
に
設

１８

１０

置
さ
れ
た
組
織
で
す
。

幅
広
く
行
政
に
対
応
す
る
た
め
６
つ
の

部
会
で
構
成
さ
れ
、
平
成

年
４
月
現
在

２１

で

人
の
委
員
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

４４
市
民
自
治
推
進
委
員
会
と
は

取り扱う内容部会名

行政推進第１部会

生活環境第２部会

保健福祉第３部会

産業労働第４部会

都市整備第５部会

文化スポーツ教育第６部会

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
市
に
提
言
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
市
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
の
重
要
な
施
策
・
計
画
を
策
定
す
る

と
き
に
、
企
画
・
立
案
の
段
階
な
ど
で
、

意
見
や
ア
イ
デ
ア
の
提
言
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
『
登
別
市
立
図
書
館
』
、

『
鷲
別
地
区
の
活
性
化
事
業
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
、
地
元
の
観
光
地
の
体
験
事

業
』
、
『
家
電
等
の
不
法
投
棄
防
止
』
に

関
し
て
、
市
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。


